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馬
琴
書
翰
年
次
考

神

田

正

行

一
、
年
次
不
明
の
馬
琴
書
翰

 

以

下
、
本

稿

に
年
次

考
証

を
試

み

る
、
国

立
国
会

図
書

館
所

蔵

の
曲

亭

馬
琴

書

翰

(
以
下

本
稿

で

は
、
「
国
会

書

翰
」

と
称

す

る
)

は
、

既

に
同

館

の

『
貴
重
書

解

題
』
第
十

二
巻

に
、
略

注

を
付

し
て
紹
介

さ
れ

て

い
る
。

し

か
し
、

同
解
題

と

は
読

み
を
異

に
す
る
箇

所

も
あ

る
の

で
、

こ
こ

に
改

め

て
全
文

を
引
用

す

る
。

(前

欠
)

う

け
取

の
ミ
、

返
事
申

遣
候

。

此
書
状

之
趣

を
以
、

可

然
御

通
達
奉

希

候
。

以
上
。

 
 

申

お
と
し

候
。

拙
点

水
濡

伝
、

思
召

に
称

ひ
候

よ

し
、

御
賞

美
下

さ

れ
、
大
慶

仕

候
。

右

七
十

四

回
、
燕

青
山

東
貨

郎

の

打
扮

に
注

し
可

申
事

有
之

。
過

日
、

塩
尻
を

再
読

い
た

し
候

ヘ

ハ
、
信

景

の

説

あ

り
。
燕
青

の
貨
郎

を
注

す

へ
し
。

左

の
如

し
。

 
天

野
信
景

の
塩

尻

曜
蔚

に
云
、

 
も

ろ

こ
し

に
て
雑
貨

を
売

る

 
商

人
、
手

中

に
小
鼓

を
鳴

ら
し

て

 
人

を
集

む
。
其

鼓

を
喚
嬌
娘

 

と

い
ふ
よ
し

、
雑
貨

纂
要

に

 
見

え

た
り
。

か

〉
れ

ハ
、
燕

青

か
唱
寄

に
あ

ハ
し

て

う

ち
鳴

ら
せ

し
小
鼓

ハ
、

所
云
喚

嬌

娘
也

。
拙

注
、

貨
郎

を

コ
マ
モ
ノ
ウ

リ
ト

い
ひ
し

ハ
た

か

ハ
ね
と
も

、
此
文

を

も
て
照

ら
す

と

き

ハ
、
燕
青

か
打
扮

、

想
像

す

る
に

足

れ
り

。 

 
 

 

 
 

 

著

作
堂
追

記

改
行
位

置

は
原
書

翰

に
合

わ
せ

た
が
、
句

読
点

は
稿
者

が
補

っ
た
。

右
書

翰

に

つ

い
て

の
書

誌

は
、

以
下

の
通
り

で
あ

る
。

原
翰

、

一
六

・

】
×
三

六

・
七
糎

。
函

架
番

号
、

W
A

二
五
-

二
八
。

水
色

地

の
枠

に
人
物

模
様

の
入

っ
た
封

筒

に
収

め
て
、
原

態

の
ま

ま
蔵

一39一



さ

れ
て

い
る
。

封
筒

の
表

書

は

「
松
坂
殿

村

佐

五
平
様

 
四
谷
滝

沢
篁

民
」
、

裏

に
は

「
二
月

六
日

発
」

と
あ
り

、
封

印

と
し

て

「
滝

沢
」

の
黒
印

が

三

箇

押
捺

さ

れ

て

い
る
。

 

右
書

翰

が
、

い
ず
れ

か

の
書
翰

の
末

尾
部

分

で
あ

る
こ

と
は
、
形

式

・

内

容

の
両
面

か
ら
も
疑

い
を
容

れ
ま

い
。

た

だ

し
、
日

付
や
署

名

・
宛
名

が
見

え
な

い
こ
と
か
ら

す

れ
ば
、
当

該
書

翰

は
書
状

の
主
文

(本
状

)

と

は
見

な
し
得

ず
、

む
し

ろ

「
再
白

」
や

「
追

啓
」
、

「
添
翰

」

と

い

っ
た

も

の

の
末

尾

と
考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

二
、

「拙
点
水
濫
伝
」

の
成
立

 

前
掲

『貴

重
書
解

題

』

は
、
本
文

四
行

目

の

「拙

点
水

濫
伝

」

を

「
拙

著

水

濤
伝

」

と

し
、
「
何

を

指

す

か
未
詳

」

と
注

を
付

す

が
、

こ
れ

は
誤

り

で
あ

る
。

「
拙
点

」

と

は
、

馬
琴

自

ら
句

点

を
打

ち
、
傍

訓

を
加

え

た

こ

と
を
意
味

す

る
。

 

現
存

す

る
日
記

や
書
翰

を
徴

す

る

に
、

馬

琴
が

『水
濤

伝
』

に
点

裁

・

施

訓

の
作
業

を
行

な

っ
た

の
は
、

天
保

四
年

六
月

の

こ
と

で
あ
り
、

こ
の

折

に
書

き
入

れ
が
行

な

わ

れ
た
唐
本

の

『
水

濤
伝
』

は
、
百

二
十

回
本

の

『水
潜

四
伝
全

書
』

(以

下
適

宜
略

称
)

で
あ

っ
た

こ
と
を
知

り
得

る
。

 

以
下

に
、

こ

の

「
拙
点

水
濤

伝
」

な

る
も

の
の
成

立
過

程

を
、

日
記

や

書

翰

を
用

い
て
跡

づ
け

て

み
た

い
。

 

天
保

二
年

九
月

、
渡

辺
登

(皐
山

)
を

仲
介

と

し
た
値

段
交

渉

の
末

に
、

馬
琴

は

「
長
崎

奉

行
衆

手

附

の
御

家

人
衆

」

か
ら
、

「
三
十

二
冊

四
秩
百

廿

回
」

の

『
四
伝
全

書

』

を
、

「
二
両
壱

分

」

で
購

入

し

た
。

こ

と

の
詳

細

は
、

同
年

九
月

六
日

以
降

の
日
記

や
、

伊

勢
松

坂

の
知
友

・
殿
村

篠
斎

に
宛

て
た
、
十

月

一
日

付

の
書

翰

(芸
林

)

に
詳

し

い
。

こ
れ
以
前

に
馬

琴

は
、

『
水

濤
伝
』

の
評
書

を
綴

る

べ
く
、

「李

卓
吾

本

に
あ
ら

ぬ
百

二
十

回

の
全

本
」

を
探

求

し
て

い
る
旨

を
、

同
年

六
月
十

一
日
付

の
書

翰

(国

会

)

に

お

い
て
、

篠
斎

に
申

し
送

っ
て

い
る
。

 

当
初

は

「
三
両

」

の
値
が

付

け
ら

れ
て

い
た
、
馬

琴
購
求

の

『
四
伝

全

書

』

が
、

必
ず

し
も
美

本

で
な

か

っ
た

こ
と

は
、

日
記
中

に
見

え

る

「
五

十

四
回

・
五
十

五

回
大

磨
滅

あ

り
」

(九

月
十

九

日
)
、

「
五
十

六

・
七

回

二
、
白

紙

同

様

之
大

磨
滅

、
多

く
有

之
」

(十

月

三
日
)

な

ど

の
記
述

か

ら
も
明

ら

か

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
不
鮮

明
箇

所
を
補

う
た

め

に
、
翌

天
保

三
年

の
夏
、

馬
琴

が
篠
斎

か
ら
借

り
受

け
た

『
四
伝

全
書
』

は

、
篠
斎

の

義

弟

・
櫟
亭

琴
魚

(殿

村
守

親
。

天
保

二
年
十

一
月

没
)
遺

愛

の
書

で
あ

っ
た
。

 

馬
琴

の
所

持

し
た

『
四
伝

全
書

』

に
関

し

て

は
、

白
木
直

也

氏

『
一
百

二
十

回
水

濫

全

伝
発

凡

の
研

究

』
、

な
ら

び

に
同
氏

の

「
諸
本

研
究

の
立

場
よ

り
見

た
る
滝

沢
馬

琴

の
水
濤

観
」

の
中

に
言
及

が
あ

る
。

 

『水

濫

四
伝
全

書
』

は
、

そ

の

「
小
引

」

に
よ

れ
ば
、
蓑

無

涯
が
李

贅

(卓
吾

)

の
弟

子

・
楊

定
見

に
計

っ
て
、
李
卓

吾

の
批
定

し
た

「
忠
義

水

濡

伝
」

を
刊

行

し
た

も

の
で
あ

る
。
明
末

の
書

騨
郁

郁
堂

は
、

こ

の
衰

無

涯
刊
本

を
復

刻

し

て
刊

行
し

た
が

、
郁

郁
堂

版

の
初

印
本

は
、

原
刻
本

と

同
様

に
希

観

の
書

で
あ
り
、

粗
悪

な
後

修
本
ば

か
り
が
、
諸

方

に
点
在

し

て

い
る
と

い
う
。

馬
琴

が
畢

山

を
介

し

て
入

手
し

た

『
四
伝

全
書

』

も
、

こ

の
郁

郁

堂
版

の
後
修

本

で
あ

っ
た

ら
し

い
。

 

先

に
も

記
し

た
如

く
、
馬

琴

が

こ
の

『
四
伝
全
書

』

に
、
点

裁

・
施

訓

を
行

な
う

の

は
、

天
保

四
年

六
月

八

日
以
降

の
こ
と

で
あ

る
が

、

こ
れ

に

先
だ

っ
て
、
彼

は
金
聖

嘆
本

『
水

濤
伝
』

の
終

盤
部

分
を
披

閲

し

て

い
る
。

「
第

五
才

子
書

」
を
称

す

る
聖
嘆

本

『
水
濫

伝
』

は
、
馬
琴

自

身
も
難

じ

一40一



て

い
る
よ
う

に
、
後

段

を
切

り
捨

て
た

「
腰
斬

」
七

十
回
本

で
あ

る
。

 

こ

の
時

点

で
、

な
ぜ

不
全

本

た
る
七
十

回
本

を
繕

い
た

の

か
、

馬
琴

の

真

意

は
明

ら

か

で

な

い
が
、

あ

る

い
は
、

手

も

と

に
あ

る

百

二
十

回

本

『
四
伝

全
書

』

が
、

上
記

の
如

く
状
態

不
良

で
あ

っ
た

た
め

に
、
已

む
を

得

ず
聖

嘆
本

を
手

に
し
た

の

か
も
知

れ
な

い
。

 

ち

な

み
に
、
最

良

の

テ
キ

ス
ト
と

さ
れ

る
百
回

本

の

『
水
浄
伝

』

を
、

馬

琴

が
所
持

し

な

か

っ
た

こ

と
は
、
讃

岐
高

松
藩

の
家
老

・
木

村
黙

老
が

編

ん

だ

『
水

濫
伝

考

』

に
、

馬
琴

が

加

え
た

補
記

の
中

に
、
「
又
百

回
本

は
甚
稀

也
。

一
友

人

の
蔵

 奔
せ

し
を
、
享

和
中

に
借

覧

し
た
り
。

そ

の
本
、

首

巻

か
け

て
、
序

目
繍

像
等

は

、
見

る

に
由

な
け

れ
と
も

、
明
板

な

る

へ

し
。

こ

の
外

に
百
回
本

を

見
す

、
珍
書

と

い

ふ

へ
し
」

と
記

さ
れ

て

い
る

こ
と

か
ら

も
明

ら
か

で
あ

る
。

 

六

月

八
日

に
、
聖
嘆

本

を
末

尾
ま

で
読

み
終

え
る

と
、

馬
琴

は
引

き
続

き
、

『
四

伝

全
書
』

の
第

七

十

一
回

か

ら
七

十

三
回
ま

で

を
披
閲

し

て

い

る
。

馬
琴
蔵

穽

の

『
四
伝

全
書

』

は
、
第

七
十

二
回

か
ら
冊

が
改

ま

っ
た

が
、

例

に
よ

っ
て

「磨

滅

」
甚

だ

し
く
、
特

に
こ

こ
か
ら
は
、

補
写

や
校

訂

・
点
裁

を
加

え

つ

つ
、
精

細

に
読

み
進

め
た

ら
し

い
。

 

同

月
十

日
、

馬
琴

は
第

七
十

六
回

ま

で
の
点
裁

を
終

了
し

、
再
び

第
七

十

二
回

に
立

ち

戻

っ
て
、

傍
訓

を
施

す
作
業

を

は
じ

め
た
。

七
十

六
回

ま

で

の
施
訓
作

業

は
十

六
日

に
終

了

し
、
翌

日

・
翌
々
日

に
は
、
全
体

の
誤

脱
を

訂
し

て

い
る
。

 

十

九

日

に
も
、

馬

琴

は
引

き

続

き
、

『
四

伝
全
書

』

の
第

七
十

七

回

以

下
を

閲
読

し

て

い
る
が
、

句
点

や
傍

訓
を

施
す

よ
う

な
精
読

は
行

な

っ
て

い
な

い
。

よ

っ
て
、

該
本

に
対

す

る
点
裁

・
施

訓

の
作

業

は
、
第

七
十

二

回

か
ら

七
十
六

回

ま
で
を

収

め
る

一
冊

に
限

ら
れ
た

も

の
と
思

わ
れ

る
。

三
、

「拙
点
水
濫
伝
」

の
貸
与

 
天

保

四
年

七

月

十

三

日
付

篠
斎

宛

書

翰

(天

理
)

の
中

で
、

馬

琴

は

『
水

濤

四
伝

全

書
』

に
対
す

る
点

裁

・
施

訓

の
作
業

を
、

「
錆

夏

の
筆

ず

さ

み
」

と
称

し

て

い
る
。

し
か
し

一
方

で
、
自
身

の
施

訓
態

度

に

つ
い
て

は
、

「
尤

、
両

点

こ
い
た

し
、

左

り

ヘ
ハ
注

同
様

に
よ

み
ヲ

つ
け
申
候

。

(中

略
)

拙
点

ハ
、

不
及

な
が
ら
字

義

と
訓
を

旨

に
し
て
、

義

訓
、
意

訓

を
専

に
い
た
し

候
故

、
わ

か
ら
ず

と

い
ふ

こ
と

な
し
」
と
も

記

し

て
お
り
、

日
数
を
費
や
し

た
だ

け
に
、
か
な
り
詳
細

な
作
業

で
あ

っ
た
も

の
と
思
し

い
。

 
自
身

の
施

訓

本

『
四
伝
全
書

』

を
、
書

翰

の
中

で
そ
れ

と
な

く
自
推

す

る
馬

琴

の
深
意

を
、
察

す

る

こ
と
の
出
来

な

い
篠
斎

で
は

な

い
。

彼

は
十

月
十

八
日

付

の
書
翰

に
お

い
て
、

該
本

の
借
覧

を
馬
琴

に
願

い
入
れ

た
よ

う

で
あ

る
。

こ

の
書

翰

に
対

す

る
、
十

一
月

六
日
付
返

翰

(国
会

)

の
中

で
、

「
遠

方

也

と
も

、
貴

兄

の
御

為

に
候

へ
は
、
是

又
今

便

封

入
、

貸
進

仕
候

。
桂

窓

子

へ
も
御
噂

被
成
候

て
、

御
同

人
も
見
度

と
被

申

候

は

〉
、

御
廻

し
被

成
候

て
も
不
苦

候
」

と
記

し
た
馬
琴

も
、
秘

か
に
会

・-o
の
笑

み

を

も
ら

し
た

こ
と

で
あ

ろ
う
。

 

し
か

し

こ
の
折

に
は
、

万
事

に
ぬ

か
り

の
な

い
馬
琴

が

、
該

本

の
同
封

を
失

念

し

て
し
ま

っ
て

い
る
。

そ
れ
ば

か

り
か
、

翌
月
十

二

日
、
松

坂

に

向

け

て
発
送

し
た
荷

物

の
中

に
も
、
再

び

『
四
伝
全
書

』

を
封

入

し
そ
び

れ

て
し

ま

っ
た
。
自

身
苦

々
し

く
感
じ

た
馬
琴

は
、
同

日

の
日

記

の
中

に
、

「
遺

憾
甚

し
。

後
便

こ
か
し
遣

ス

ベ
し
」

と
記

し

と
ど
め

て

い
る
。

 
結

局

、
馬
琴

施

訓

の

『
四
伝
全

書

』
は
、

翌
天

保
五
年

正
月

六

日

に
、

前

日
江

戸
売

り
出

し

の

『開
巻
驚

奇

侠
客
伝

』
第

三
輯

(群

玉
堂
刊

)

と

一
封

で
、
松

坂

へ
向

け
て
発
送

さ

れ
た
。

こ

の
日
以
前

に
、

馬
琴
施

訓

の
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『四
伝
全
書
』
が
、
余
人
に
貸
し
出
さ
れ
た
形
跡
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
、

件
の
国
会
書
翰
は
、
こ
れ
以
降
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
天
保
五
年
の
前
半
に
、
馬
琴
と
篠
斎
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
翰
の
往

返
を
、
以
下
に
整
理
し
て
み
る
。

 
正
月
6
日

〈正
月
25
日
〉

 
 
 
 
 
 
※
未
出

(年
始
状
。
施
訓
本

「
四
伝
全
書
」
同
封
)

 
同

 

右

く正
月
16
日
V

 
 
 
 
 
 
①
河
野
信

一
記
念
文
化
館
蔵

(右
の
添
状
)

 
正
月
12
日

〈 
不
明
 
〉

 
 
 
 
 
 
②
三
村
竹
清

「雁
来
魚
往
」
所
引

(断
簡
)

 
正
月
20
日

〈
2
月
2
日
〉

 
 
 
 
 
 
●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰

(紙
包
は
翌
日
着
)

 
正
月
25
日

〈
2
月
24
日
〉

 
 
 
 
 
 
●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰

 
2
月
18
日

〈
 
不
明
 
〉

 
 
 
 
 
 
③
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

 
2
月
26
日

く
3
月
11
日
V

 
 
 
 
 
 
④
河
野
信

一
記
念
文
化
館
蔵

 
3
月
12
日

く
3
月
23
日
V

 
 
 
 
 
 
●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰

 
4
月
1
日

〈
4
月
29
日
〉

 
 
 
 
 
 
●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰

(『
四
伝
全
書
」
返
送
)

 
5
月
2
日

く
5
月
9
日
V

 
 
 
 
 
 
⑤
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

(冒
頭
欠
)

 
同

右

〈
5
月
22
日
〉

 
 

 

 
 

 

※
別
封

二
包

(
『
日
本

外
史

』
等

)

 

6
月

17

日

〈
6
月

26
日
〉

 
 

 

 
 

 
●

馬
琴
宛

篠
斎

書
翰

 

7
月

21

日

く
 
不
明

 
V

 
 

 

 
 

 
⑥

早
稲

田
大

学
図
書
館

蔵

(破
損

多
)

 

〈
 
V
内

に
は
、
書
翰

が
先

方

に
到
着

し
た

日
付

を
示
し

た
。

右

の
う

ち
、

番

号
を

付
し

て
、
所

蔵
先

等

を
注
記

し
た

も

の
が
、

現

存

す
る
篠
斎

宛

馬
琴
書

翰

で
あ

る
。

 

正
月

六

日
、
馬

琴

は
下
女

の
し

ま
に
命

じ

て
、

大
伝
馬

町

の
殿

村
江

戸

店

に
、

「
紙
包

、
井

二
添

状

一
封
」

(日
記

)
を
届

け

さ
せ
た

。
別
封

に
し

た
添

状

(①

)

は
、
正
月

十

六
日

に
篠
斎

へ
届

け
ら

れ
た
が

、
肝

心

の
荷

物

は
、
殿

村

江
戸

店

の
不
手
際

ゆ
え
に
、

正
月

二
十

日
に
至

っ
て
も
、
松

坂

へ
は
到

着

し

て

い
な

い
。
従

っ
て
、

こ

の
日
付

け

の
篠

斎
書

翰

、
な

ら

び

に
こ
れ
を

受
け

て
馬
琴

が
染
筆

し
た
、
③

二
月
十

八
日
付

の
書

翰

に
は
、

施
訓

本

『
四
伝

全
書

』

の
内
容

に
関

す

る
記
述

は
、
含

ま
れ

る

べ
く
も

な

い
の

で
あ

る
。

 
篠

斎

が
、

馬
琴

施
訓

の

『
四
伝
全
書

』

を
手

に
し

た
の
は

、
正

月

二
十

五

日

の
こ

と
で
あ

っ
た
。

そ

の
日

の
う

ち

に
、
篠

斎

は
受

け

取
り
状

を

し

た

た

め
、

「
紀

州

こ
ん

も

め

ん

い
と
」

と

一
封

で
、
江

戸

に
向

け

て
発
送

し

て

い
る
。

こ

の
紙
包

は
、

二
月

二
十

四
日
夕
刻

、
馬
琴

の
も

と

に
届

け

ら

れ
た

。

 
到

着
当

日

に
染

筆

さ
れ
た
書

翰

が
、
施

訓
本

『
四
伝
全

書

』

に
対

す

る

細

か
な
論

評

を
含

ん

で

い
た

と

は
考

え
づ

ら

い
。

こ
の
受

け

取

り
状

に
対

す

る
馬

琴

の
返
信

が
、
④

二
月

二
十

六
日

付

の
書

翰

で
あ
る

が
、
件

の
国

会
書

翰

を
、
こ

の
時

点

に
お
け

る
も
の
と
見

な
す

こ
と
は
困
難

で
あ
ろ
う

。
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続

く
篠
斎

宛

の
馬
琴
書

翰

は
、

五
月

一
日

・
二
日

に
染

筆

さ
れ

た
も

の

(⑤

)
で
あ

る
。
こ

の
書

状

に
は
、

四
月

一
日
松
坂

発

の
紙
包

に
よ

っ
て
、

篠
斎

か
ら
馬

琴

に
返
却

さ

れ
た
書

物
九

点
が
列

記

さ

れ
て

お
り
、

そ

の
末

尾

に
は

「
水

濤
伝

拙

点

付
 

一
冊

」
、

即

ち
馬

琴
施

訓

の

『
四
伝

全

書
』

が
掲

げ

ら

れ

て

い
る
。

四
月

二
十
九

日

の
日
記

に
も

、
「
水

潜

全
伝

七
十

二
回
よ

り
七
十

六
回
迄

、
唐

本
点

附

一
冊
」

を
落

掌

し
た
旨

が
記

さ
れ

て

お
り
、
篠
斎

に
貸

与

さ
れ

た

「拙

点
水

潜
伝

」
が

、

こ

の
日

馬
琴

の
手

も

と

に
帰

っ
た

こ
と
を
確

認
出

来

る
。

四
、
「
可
然
御
通
達
」
の
対
象
者

 
国

会
書
翰

に
お

い
て
、

「
拙
点
水

濤
伝

」

に
関

す

る
項

事

を
、

「申

お
と

し
候

」

と
し
て

「
追
記

」

し
た
、

馬
琴

の
筆

致

に
は
、

施
訓
本

『
四
伝
全

書
』

の
返
却

を

受
け

て
、

あ
ま

り
時
間

を

お

か
ず

に
書

さ

れ
た

も

の
、

と

い
う
印

象

が
強

い
。

ま

た
、

「
拙

点
水

潜

伝
、

思

召

に
称

ひ
候

よ

し
。

御

賞
美

下

さ
れ
、
大

慶
仕

候

」
と

い
う

一
節

が
、
書

翰

の
本
状

中

に
書

さ
れ

て
然

る

べ
き
、
直

前

の
篠
斎

書
翰

に
即
応

す

る
も

の
で
あ

る
な

ら
ば
、

国

会
書

翰

は
、
天

保
五
年

五

月

二
日
付

の
篠
斎

宛
書

状

の

一
部

、

と

い
う

こ

と

に
な

る
。

 

こ

の
書
翰

を
発
送

す

る

に
際

し

て
、
馬
琴

は
同
時

に
二

つ
の
紙

包

を
も
、

篠
斎

に
宛

て
て
送
り

出
し

て

い
る
。

同
日

の
日
記

か
ら
、
各

紙
包

の
詳

細

を
示

せ
ば

、

 

(
一
)
書
翰

(桂

窓
宛

書
翰

封

入
) 
 

 

(八

日
限
早
便

/

9
日
着

)

 

(
二
)

『後

西
遊

記
』

8
冊

 

 

 

 

 

 

 

(並
便

り
/

22
日
着

)

 

(
三
)

『
日
本
外

史
』

22
冊

・

『作

者

部
類

』

2
冊
 

 

 

 
(同

右
)

 

現
存

す

る
五
月

二
日
付

篠
斎

宛
書

翰

(早

大
)

は
、
特

に
前

半

に
多

く

の
脱
文

が
あ

る
ば

か

り
で
な

く
、
補

修

の
際

に
生

じ
た

と
思

し

い
錯

簡
も

見

い
だ
さ

れ
る

の
で
、
そ

の
保
存
状

況

は
良
好

と

は
言

い
難

い
。
ゆ
え

に
、

末

尾

に
日
付

や
署

名
、

宛
名

を
存

し

て

い
る
か
ら

と

い

っ
て
、

現
存

書
翰

が
末

尾
部
分

を
完

備

し
、

こ
れ

に
続
く

「
追
啓

」

や

「
再

白
」

の
類
が
存

在
し

な

か

っ
た

と
、
断

言

す
る

こ
と

は
出
来

な

い
の

で
あ

る
。

 

ま
た
、
前

掲

の
よ

う

に
、

五
月

二
日
発

の
三
紙
包

の
う

ち

、
書
状

ば

か

り

は

「
八
日
限

」

の
早
便

り
、
他

の
二

つ
の
紙
包

は

「並

便

り
」

で
発
送

さ

れ
て

お
り
、

三

つ
の
包

み
が
別

々

に
松
坂

に
着

く

こ
と
を
、

馬

琴
は
当

初

か
ら

予
想

し

て

い
た
。
従

っ
て
、

「
並

便

り
」

の

二
紙
包

の
う

ち
、
少

な
く

と

も
ど

ち
ら

か

】
方

に
は
、

然

る

べ
き
添
翰

が
同
封

さ

れ

て

い
た

は

ず

で
あ

る
。

 

ゆ
え

に
国
会
書

翰

が
、

五
月

二
日
付

本
翰

と

一
連

の
別

啓

、
も

し
く

は

紙
包

に
同
封

さ
れ

た
添

え
状

の
う

ち
、

い
ず

れ

か

の
末

尾
部

分

で
あ

っ
た

可
能

性

は
、
無

下

に
否
定

し
得

な

い
も

の
と
思
う

。

 

(三

)

の
紙

包

中

、

『
近
世

物

之
本

江

戸
作

者
部

類

』

は
、
前

年

末

に

起
筆

さ

れ
た
、

馬
琴

自
著

の
作
者

評

伝

で
あ

る
。

こ
の
折

に
松
坂

へ
送

付

さ
れ
た

の

は
、

結
果

的

に
草
稿

本

と
し

て
位
置

づ
け

ら
れ

た
、

い
わ

ゆ
る

「
小
字
本

」

で
あ

っ
た
。

 

頼

山

陽

の
史

論

『
日
本

外
史

』

に
関
す

る
記
述

が
、

馬
琴

書
翰

に
初

め

て
現
わ

れ

る

の
は
、
天
保

二
年

二
月

二
十

一
日
付

篠
斎

宛
書

状

(芸
林

)

に

お

い
て

で
あ

る
。

こ
の
書
翰

に
よ
る

と
、
篠
斎

は
正
月

二
十

二
日
付

書

翰

の
中

で
、

山
陽

の
原
本

を
透

き
写

し

に
し

て
、
該
書

の
写

本

を
作
成

し

た
旨

を
、
馬

琴

に
報
告

し
た

も

の
と
思

し

い
。

 

こ
の
年
秋

、
篠

斎

は
件

の

『
日
本

外
史

』

を
、
平

田
大

学

(篤
胤

)

に

貸
し

出
し

て

い
る
。
貸

出

に
際

し

て
、

平

田
方

の
所

用

が
済

み
次
第

、
同
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書

が
馬
琴

の
も
と

に
届

け
ら

れ
る

よ
う
、
篠

斎

は
手
筈

を
整

え

て

い
た
。

馬

琴

は
八
月

二
十

六
日
付

書
翰

(
天
理
)

の
中

で
、
大

学

と
は
面

識

な
ら

ざ

る

ゆ

え
、

こ
と

さ
ら

に
催
促

す

る

こ
と

も
出
来

な

い
が
、

「
今

よ
り

た

の
し

ミ
罷

在
候

」

と
、
待

望

の
念
を

表
し

て

い
る
。

 

馬
琴

の
も

と

に
、

篤
胤

か

ら

『日

本
外
史

』
が

届
け

ら

れ
た

の
は
、

天

保

三
年

五
月
十

四

日

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

こ

の
日

の
日
記

に
よ
れ

ば
、

荷

物

は
長
男

の
宗

伯
宛

て

に
届

け
ら

れ
た
が
、

受

け
取
り

状

は
馬
琴
自

身

が

し

た
た

め
て

い
る
。

ま

た
篠
斎

に
対

し

て
も
、

五
月
十

六
日
付

書
翰

(国

会

)

の
中

で
、

馬
琴

は

『
外
史

』

の
落

掌

を
報
告

し
、

「
尤
平

田
氏

江

は
、

右

之
書
御

廻

し

の
事

、
追

便
松

坂

へ
案
内

可
申
遣

旨
、

及
返
事

候

」

と
申

し

送

っ
て

い
る
。

 

馬
琴

の

『
日
本
外
史

』
披

閲

は
、

受
け
取

り

の
当

日

に
は
じ
ま

り
、

三

か
月
余
を

経

て
、

八
月

二
十

一
日

に
終

了

し
た
。
十

月

二
十

四
日

に

は
、

筆
耕

の
山

科
宗

仙

に
、
第

一
冊

の
筆
写

を
依

頼
し

て

お
り
、
以

後
同

書

の

写
本

作
成

は
、
全

て
こ

の
筆

耕

に
委

ね
ら

れ
て

い
る
。
翌
年

三
月
十

一
日
、

宗
仙

は

『
外
史
』

の
最

終

冊
を

、
原
本

と

と
も

に
馬

琴
宅

へ
持

参

し
た
。

 

か
く

て
、

筆
写

の
原

本

た

る
篠

斎

の

『
日
本
外
史

』

は
、
五

月

二
日

に

松

坂

へ
向

け

て
返
送

さ
れ

た
。

平
田
篤

胤

に
貸

し
出

さ

れ

て
以
来

、
三
年

ほ

ど

の
歳

月
を
経

て
、
該
本

は
篠
斎

の
手

も
と

に
帰

っ
た
わ

け

で
あ

る
。

 

以
上
、

馬
琴

の

『
日
本
外

史
』

披
閲

の
顛

末
を
概

観

し
た
上

で
、

国
会

書
翰

の
記
述

に
再

考

を
加

え

る
な
ら
ば

、
馬

琴
が
篠

斎

に

「
可
然

御

通
達

」

を

願

っ
た
相
手

が
、

平
田
篤

胤

で
あ

る
可
能

性
も

、
あ

な
が

ち
否
定

で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

 

『
日
本

外
史

』

を
届

け

ら

れ

た
折

に
は
、
自

分

も

と
り

あ
え

ず

、
「
う

け
取

の
ミ
、

返
事

」

を
し

て

お

い
た

が
、
今

次
該
本

が
返

却

さ
れ

た
旨
、

貴

殿

か

ら
も

平

田
氏

に
対

し

て
、

「
可
然

御

通
達
」

を

願

い
上

げ

る
。

国

会

書
翰

の
冒

頭
部

分

は
、

か
く

の
如

き

一
段

の
末

尾
だ

っ
た

の
で
は
あ

る

ま

い
か
。

 

も

っ
と
も
、

こ

の
場

合

に
は
、
現

存

す
る

国
会

書
翰

の
前
段

に
、

『
日

本

外
史

』

の
記
述

に
関

す
る
馬

琴

の
見
解

や

、
篤
胤

に
対

す

る
謝
辞

な

ど

が

記

さ
れ

て

い
た

こ
と
を
想
定

せ
ざ

る
を
得

な

い
。

し

か
し
、

五

月

二
日

付

け

の
も

の
は
も

と
よ

り
、

こ

の
前
後

の
書

翰

に
も
、

か
く

の
如

き
記
述

は
見

い
だ

し
得

な

い
の
で
あ

る
。

 
篠

斎

か
ら

の

「
可
然
御

通
達

」
を
、

馬
琴

が
願

っ
た
人
物

と
し

て
、

よ

り
容
易

に
思

い
浮

か

ぶ
の

は
、

同
じ
松

坂

の
知
友

小
津
桂

窓

で
あ

る
。

五

月

二
日

発
送

の
三
紙

包

の
う

ち
、

(
一
)

の
書

状

に

は
、

同

日

付

の
桂
窓

宛
書

翰

(天

理
)

が
同
封

さ

れ
て

い
た
。

こ

の
書
翰

の
中

に
は
、

三
月

二

十

七
日

に
落
掌

し

た
、
桂

窓

か
ら

の
返

却
書

・
貸
与

書
を

列
記

し

た
箇
所

が

あ

り
、

あ

る

い
は

こ

の
部
分

が
、

「
う

け
取

の
ミ
、
返

事

」

と

い
う
、

国
会

書
翰

の
記

述

に
対
応

す

る
の

か
も
知

れ
な

い
。

 

ま

た
、
桂

窓

宛
書

翰

の
末

尾

に
は
、
「
此
余

の
事

ど

も
、

今
便

巨

細

二

篠
斎

子

へ
得
御

意
候

条
、

彼
方

よ
り
御
聞

可
被

下
候

」

と

い
う

文
言

が
あ

り

、
馬

琴
が
篠

斎

に
、
桂

窓

へ
の

「
可
然
御

通
達
」

を
期

待

し

て

い
た

こ

と

は
、

疑
う

べ
く

も
な

い
の
で
あ

る
。

 

も

っ
と
も
、

「
可

然

御
通

達
」

の
対

象
者

が

、
篤

胤

で
あ

れ
桂

窓

で
あ

れ
、

若

干

の
脱
文

を
想
定

し
な

け
れ
ば

、
現

存
す

る
五
月

二

日
状

を
、

国

会
書

翰

と
整

合

さ
せ

る
こ
と

は
出
来

な

い
。

よ

っ
て
、
今

後
何

ら

か

の
逸

文

が
、

新

た
に
発

見

・
報

告

さ
れ
な

い
限

り
、

そ

の
対
象

者

を

い
ず

れ

に

断
定

し

た
と

こ
ろ

で
、
結

局

は
臆

説

の
域

を

出

る
も

の
で
は
な

い
と
思

わ

れ

る
。

ゆ
え

に

こ
こ

で
は
、

二
人

の
候
補

者

を
挙
げ

る

に
と
ど

め

て
、
後
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考

に
侯

つ
こ
と

と
し

た

い
。

 
 

 
 

五

、

「
山

東

貨

郎

」

と

「
喚

嬌

娘

」

 

そ
も
そ

も
、
稿

者
が

国
会
書

翰

の
年
次

を

、

天
保
五

年

と
推
定

し

た
契

機

は
、

上
記

の
よ
う

な
、

「
拙

点

水
濤

伝
」

等

に
対

す

る
考
察

の
結

果

で

は
な

か

っ
た
。

 

同

じ
書
翰

の
中

に
、

「過

日
、
塩

尻

を

再
読

い
た

し
候

ヘ
ハ
、
信

景

の

説

あ
り
」

い
う
記

述

が
見

え
る

が
、

天
保

五
年
、

馬
琴

は

ほ
ぼ

}
年

を
通

じ
て
、
断
続

的

に

『塩

尻
』

を
披

閲

し
て

い
る

の

で
あ

る
。

 

こ
の
年

に
お
け
る
、

馬
琴

の

『
塩
尻
』

閲

読

・
抄

録

は

、
三
月

二
十

四

日

に
は
じ

ま
り
、

師
走

に
ま
で
及

ん
だ

。

こ

の
点

か
ら

も
、

国
会
書

翰

は

三
月

二
十

四
日
以
前

の
も

の

で
は
あ

り
得
ず

、

や
は

り
四

月

二
十

九

日

に

お
け

る
、

「
拙
点
水

濡

伝
」
到

着

以
降

の
書
状

と
考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

 

天

野
信

景

の

『
塩

尻
』

は
、

一
説

に
は
千

巻

に
も

及
ん

だ

と
さ
れ

る
大

部

な
随
筆

で
あ

り
、
同

書

に
対

す
る
系

統
立

て
た
伝
本

研

究

は
、

今

日
ま

で
行

な
わ
れ

て

い
な

い
。

ゆ
え

に

こ
の
年
、

馬
琴

が
披

閲

・
抄
録

し

た
、

木

村
黙
老

所
持

の

二
十

冊
本

(現

存

不
明
)

も

、
そ

の
全

貌
を

明
ら

か

に

す
る

こ
と
は
容
易

で
は
な

い
。

 

も

っ
と
も
、
稿

者

は
諸
徴

証

か
ら

、
黙
老

本

『
塩

尻
』

が
、

早
稲

田
大

学
図
書
館

に
所

蔵
さ

れ
る
、
五
編

六
十

六

冊
本

の
う

ち
、
特

に
そ
の
第

二

・

三
編

に
、
極

め
て
類

似
す

る
編
成

で
あ

っ
た
も

の
と
推
定

し

て

い
る
。

こ

の
問
題

に
関
す

る
検

討

は
、
別
稿

に
譲

る
こ
と

と
す

る
が

、
国
会

書

翰

に

引
用

さ
れ
る

「喚

嬌

娘
」

の
記
事

も
、
早
大

本

『塩

尻
』

第

二
編

の
巻

二

(
三
丁
表
)

に
見
出

す

こ
と
が

出
来

る

の
で
あ

る
。

 

馬

琴
は

『塩

尻
』

の
各

冊

を
、
巻

頭

の
項
目

に
も

と
つ

い
て
、
独

自

に

命

名

し

て

お
り
、

書
翰

中

に
見

え

る

「
程

子

日
篇

」
な

る

呼
称

も
、

「
程

子
云
、

周
茂

叔
令
尋

顔

子
仲
尼

楽

処
何
事

云

々
」

の

一
文

に
は

じ
ま

る
、

早
大
本

『塩

尻
』

第

二
編
巻

二

の
、
冒

頭
第

一
項

を
指

し
示

す
も

の
と
思

し

い
。

 

ち
な

み
に
、

『水

潜
伝

』
第

七
十

四
回

に
見
え

る
、
「
燕
青

山

東
貨
郎

の

打
扮
」

と

は
、
以

下

の
記
述

を
指

す
。

 

 
衆

人
看

ル
燕
青

ヲ
時
、

打
扮

.得

.
村
村

朴
朴

、
将

ア
一
身
,
花

繍
ヲ
、

把

ア

 

 
柄

襖

ヲ
包

、-、得

ア
不
レ
見

サ
。
扮

2
,
倣
刃
山

東
,
貨

郎
斗
、
腰

裏

二
撞

・着

.
】

 

 
把

.
串
鼓

児
ヲ
、
挑
コ
一
條
.
高

肩
ノ
雑

貨
,
澹

子
ヲ
。
諸

人
看

了
.
テ
都

.笑

.
。

 

 
宋

江
道

,
、

「
徐
既

二
然
ク
装

.
,,倣

抽
貨
郎
推

児
肺
。

徐

且
ッ
唱
穿
箇

ノ
山

東

 

 
貨

郎

縛
調

歌
づ
、

與

一我

ガ
衆

人

・聴
ヵ
.メ
.
」
。
燕

青

一
手

二撚
四
串

鼓
づ
、

 

 

一
手

二
打
房
板
ヲ
、
唱

出

.
貨
郎

太
平

歌
ワ
、
與
一
山

東
人

・不
レ
差

ハ
分
毫

モ

 

 
來

り
去

ル
。
衆

人

又
笑

,
。
 

 

(第

七
十

四

回
、

一
丁
裏
～

二
丁
表
)

 

右

引
用

は
、
内

閣
文

庫

に
所
蔵

さ

れ
る
、
郁
郁

堂
版

の
後
修

本

に
拠

り
、

稿
者

が
句

読

・
傍

訓

を
施

し
た

。
「
三
十
六

星
之
末

」
浪

子
燕
青

は
、

「山

東
貨

郎
」

に
扮
装

し

て
、
棒

試
合

の
行
な

わ
れ

る
泰
山

へ
と
向

か
う

の
で

あ

る
。
確

認

し
て

お
け
ば

、

こ
の
記

事
を
含

む
第

七
十

四
回

は
、

馬
琴

が

点
裁

・
施

訓

を
行
な

っ
た
、

『
四
伝
全

書
』

中

の

一
冊

に
含

ま
れ

て

い
る
。

 

馬
琴

は
燕

青

が
扮

し
た

「
山

東

貨
郎

」

を
、

「
山
東

の
小
間

物
売

り
」

と
解

し

て
、

『
四
伝

全
書

』

に
も
、

そ

の
よ

う

に
傍
訓

を
施

し

た

の
で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
信

景

の
引
用

し

た

「
喚

嬌
娘

」

の
記

事

に
よ

っ
て
、
彼

は
そ
の
扮
装

を
、
い

っ
そ
う
鮮

明

に
思

い
描

く

こ
と
を
得
た

わ

け
で
あ

る
。

 

唐

土

の
雑
貨

商

人

に
関

す

る
記

述

の
見

え
る
、

「
雑
貨
纂

要

」

な
る
書

物

に

つ
い

て
、

『貴

重

書

解

題
』

(
注

1
参

照
)

は
未

詳

と

し
、

稿

者

も

(そ

し
て
、

恐
ら

く
は

馬
琴

も
)
探

求

す

る
こ
と

を
得
な

か

っ
た

の
で
あ
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る

が
、
徳

田
武

氏

か
ら

の
示
唆

を
契
機

と
し

て
、

こ
れ

が

『古

今

類
書

纂

要
』

(
明
朦

箆

玉
編

)

の
雑
貨

の
部
を

意
味

す
る

こ

と
が
確

認

で
き

た
。

同
書

巻

之
七

に

お
け
る

「喚

嬌
娘

」

の
解

説

は
、

「
売
訪
雑

貨
づ
者

手
中

所
〃

揺

ル
小
鼓
也

」

と
あ
り

、

『塩

尻
』

の
引
用

と

ほ
ぼ
同

趣

で
あ

る
。

 
 
 

 

六

、

も

う

一
つ

の

可

能

性

 

天
保

五
年

七
月

二
十

一
日
付
篠

斎
宛

馬
琴

書
翰

(前

掲
表

の
⑥

)

は
、

同

月
十

九

日

か
ら

二
十

日

に
か
け

て
染
筆

さ
れ

た
も

の
で
あ

り
、

「
三

十

二
枚

つ
ぎ

巻
紙

壱

ま

き
」

(
二
十

日

日
記

)

に
及

ぶ
長

状

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、
早

稲

田
大
学
図

書
館

に
現

存
す

る

こ
の
書
翰

に
は
、

五
月

二
日

付

の
も

の
以

上

に
、
多

く

の
欠

損
箇

所
が

あ
り

、
本
状

に
続

け

て
記

さ

れ
た

「再

白

」

の
末

尾
部

分

も
、

「
桂
窓

子

へ
は
先

便

之
返

事
、

短
文

二
申
進

し
候

。
も

し
此
書

状
之

事

(以
下
欠

)
」

と
あ

っ
て
、
不

全

で
あ

る
。

 

こ

の
書
翰

の
末

尾

に
、

さ
ら

に
数

行

の
脱
文

を
想

定

す
れ
ば

、

国
会
書

翰

の
冒
頭

部
分

と

の
問

に
、

脈
絡

を
た

ど
れ

る

か
も
知

れ
な

い
。

こ

の
場

合

も
、

「
可
然

御

通
達

」

の
対

象
者

は
、

や

は

り
小

津

桂
窓

と

い
う

こ
と

に
な
る
。
実

は
稿

者
も

、
当
初

は
こ

の
路

線

に
沿

っ
て
、

推
論

を
立

て
て

い
た
。

 
右
書

状

に
同
封

さ
れ

て
、
篠

斎

か
ら
桂

窓

に
回
送

さ

れ
た
、

七
月

二
十

一
日
付

馬
琴

書
翰

(
天

理
)

の
末

尾

に

も
、

「
篠
斎

子

ヘ
ハ
、
種

々
答

不

申
候

て

ハ
不
叶
事

も
御
座

候

間
、
休

ミ
〈

両
三

日

か

〉
り
、

例

の
長

文

申

入
候
。
賎

悲
、

井

二
当
地

の
様

子
等
、

御

同
人

二
御
聞

被
成

候

ハ
ぐ
、

相

わ
か
り

可
申
候

」

と

い
う

、
五

月

二
日
付

同
人
宛

書
翰

と
同

様

な
記
述

が
見

え

る
。

こ
こ

で
も

馬
琴

は
、
書

翰

の
記
述

に
関

し

て
、
篠

斎

か
ら

桂

窓

に
、

「
可
然

御
通
達

」
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
を
希

望
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

 

し

か
し
、

国
会
書

翰
を

、
七
月

二
十

一
日

付
篠
斎

宛
書

翰

の
末

尾
部

分

と
見
な

し
た
場

合
、

施
訓
本

『
四
伝
全

書
』

の
返
却

か
ら
、
当

該
書

翰

が

染
筆

さ
れ
る

ま

で
の
、
三

か
月
間

の
空

白
を

、
ど

の
よ

う

に
解

釈

す

べ
き

な

の

で
あ
ろ
う

か
。

 
仮

に
、
馬

琴

が

「喚

嬌

娘
」

の
記
事

を
、

『塩

尻
』

の
中

に
見

い
だ

し

た

の
が
、

五
月

二
日
以

降

の

こ
と

で
あ

っ
た

に
せ
よ

、
「
拙

点
水

濤

伝

、

思

召

に
称

ひ
候

よ

し
、
御

賞
美
下

さ

れ
、
大

慶
仕

候
」

の

一
節

は
、

や
は

り

五
月

二
日
付

書
翰

に
こ
そ
似

つ
か
わ
し

い
も

の

の
よ

う

に
思
わ

れ

る
。

 

た
だ

し
、

既
述

の
よ
う

に
、

五
月

二
日
付

書
翰

の
場
合

は
、
国
会

書

翰

と
の
脈
絡

を

た
ど

る
た

め

に
、
確

証

の
な

い

「
別
啓

」

や

「
添
翰

」

の
存

在

を
想
定

せ
ざ

る
を

得
な

い
。

こ
れ

に
対

し
て
、

主
文

の
後

に

「
再
白

」

が

添
え

ら
れ

て

い
る
上
、

そ

の
末

尾

が
欠
損

し

て

い
る
、

七
月

二
十

一
日

付
書

翰

は
、

そ

の
形
態

に
お

い
て
、
国
会

書

翰

と

一
連

の
も

の

で
あ

る
蓋

然
性

が
高

い
の
で
あ

る
。

 
結

局

の
と

こ
ろ
、

国
会
書

翰

は
、
形
状

的

に
は
七
月

二
十

一
日
付

篠
斎

宛
書

翰

と

の
関
連

を

思
わ

せ
る
が

、
内
容

的

に
は
、

五
月

初
頭

の
染

筆

に

相
応

し

い
記
述

を
含

ん

で

い
る
。

既
出

の
材

料

か
ら
は
、

こ
れ
以

上

に
推

定

を
進

め
る

こ
と
は

困
難

で
あ

ろ
う
。

 

こ

こ
で
も
稿
者

は
、

複
数

の
可

能
性

を
残

さ
ざ

る
を
得

な

い
こ
と
を
遺

憾

と
す

る
。

 
 

 
 

七

、

封

筒

の

表

書

き

 

以
上

の
行
論

に
お

い
て
、
意
識

的

に
触

れ
ず

に
き
た

問
題

が
あ

る
。

先

に
も
記

し
た

よ
う

に
、

国
会

書
翰

を
収

め

る
封
筒

に
は
、

「
二
月

六
日

」

の
日
付

が

あ

り
、

ゆ
え

に

『
貴
重

書

解

題
』

(注

1
参

照
)

も

、
本

状

を
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年
次

不
明

二
月

六
日
付

け

の
、
篠
斎

に
宛

て
た
書
翰

と
見

な
し

て

い
る
。

 

こ

の
封
筒

を
、

あ
く

ま

で
国
会
書

翰

と

一
対

の
も

の

と
考

え

る
場

合
、

こ
こ
ま

で
進

め
て
き

た
推
論

は
、

全

て
成

り
立

た

な
く

な
る
。

天
保

五
年

の
二
月
六

日
前
後

に
、

馬
琴

が
殿

村

に
宛

て
て
書
翰

を
発

送

し
た
事

実

は

確

認

で
き

な

い
し
、

そ

も
そ

も

こ

の
時

点

に
お

い
て
、

『
四
伝
全

書

」

の

松
坂

到
着

を
告
げ

る
、

正
月

二
十

五
日
付

け

の
篠
斎

書
翰

を
、

馬
琴

は

ま

だ
手

に
し
て

は

い
な

い
。

 
無

論
、
稿

者

の
推
定

が
全

く

の
見
当

は
ず

れ

で
あ

り
、

件

の
国
会

書
翰

が
、

天
保

五
年

以
外

の

「
二
月
六

日
」

に
染
筆

さ

れ
た
可
能

性

も
想

定

で

き

る

の
だ

が
、

こ
れ

に
は
疑
義

を

呈
さ
ざ

る

を
得

な

い
。

 
前

掲

の
よ
う

に
、
件

の
封
筒

は

「
松
坂
殿

村
佐

五

平
様
 

四
谷
滝

沢
篁

民
」

と

い
う
表
書

き

を
有

す
る
。

馬
琴

が

四
谷

に
移

徒

し
た

の
は
、

宗
伯

没
後

の
天
保
七
年

十

一
月

で
あ

り
、

こ

の
封
筒

も

、
当
然

そ

れ
以
降

の
も

の
で

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

表
書

き

の
文
字

は
、

馬
琴
自

身

の
筆
跡

と
見

て
よ

か
ろ
う

と
思
う

が
、
晩

年

に
至

っ
て
失

明
し

た
馬
琴

の
自

筆
書

翰

は
、

天

保

十

二
年

を
下

限
と

す
る
。

従

っ
て
、

こ
の
封
筒

は
、

天
保

八
年

か
ら

十

二
年

の
間

に
、

「
殿
村

佐

五
平

」

へ
宛

て
た
馬

琴
書

翰

の
も

の
、

と
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

 

な

お
、

篠
斎

は
天
保

三
年

春
を

も

っ
て
隠

居
し
、

家
業

は
養

嗣

子

(
伝

未

詳
)

に
譲

っ
て

い
る

か
ら
、
件

の
封

筒

に

い
う

「
佐

五
平
」

と
は
、

篠

斎

で

は
な
く
し

て
、
当

時

の
殿
村

家

の
当
主

で
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

 

ま
た
、

天
保

六
年

二
月

の
末

か
ら
天
保

十
年

四
月
ま

で
、
篠

斎

は
和

歌

山

に
退
隠

し

て
お
り
、

こ
の
四
年

余

の
間
、

特

に
書

籍

等

の
紙

包

は
、

松

坂

の
本

宅
を
経

由
し

て
、

江
戸

・
和
歌

山
間

を
往

き
来

し

て

い
る
。

よ

っ

て

こ
の
期
間

に
は
、
回
送

を
希
望

す

る
荷
物

の

「
添

え
状

」

な
ど

と
し

て
、

松
坂

の
佐

五
平

に
宛

て
て
、
馬

琴

が
書

翰

を
し

た
た

め

る
機

会

も
、

少
な

か
ら
ず

存

し
た

に
違

い
な

い
。

 

以
上
を

総
合

す
る

に
、

こ
の
封
筒

は

天
保

八
年

(馬
琴
移

徒

の
翌
年
)

か

ら
、
天
保

十
年

(篠
斎

の
松

坂
帰

郷

の
年
)

の
三
年

間

に
お
け

る
、
殿

村
佐

五

平

に
宛

て

た
、
「
二
月

六

日
」

付
馬

琴
書

翰

の
封

筒

で

あ

る
可
能

性
が
高

い
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

 

こ

の
期
間

に
、

「
拙

点
水

濤

伝
」

と

呼
び

得

る
書

物

が
、

殿
村

の
当
主

佐

五
平

に
貸

し
出

さ

れ
た
可
能

性

は
低

い
と
思

わ

れ
る

の
で
、

や

は
り
国

会
書
翰

と
封

筒

と
は
、

本
来
無

縁

の
も

の

で
あ

っ
た
と
見

な

さ
ざ

る
を
得

な

い
。

 
し

か
し
、

両
者

を
偶
然

寄

り
集

ま

っ
た
も

の
と
す

る
な

ら
ば

、
件

の
国

会
書
翰

が
、
篠
斎
宛

の
も
の
で
あ

る
と

い
う

保
証

さ
え
失

わ

れ
て
し

ま
う
。

た

だ
し
、

施

訓
本

『
四
伝

全
書

』

の
貸

与

と
、

『
塩

尻
』

の
再
読

と

い
う

二
事

を
考

慮

す
る
限

り
、
当

該
書

翰
が

天
保

五
年

の
も

の
で
あ

る

蓋
然
性

は
、

ま
ず

損
な

わ
れ

な

い
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

ま
た
、

馬
琴

が

期
待

し

た
如

く

(天
保

四
年
十

一
月

六

日
書
翰

、
前

掲
)
、

篠
斎

が

『
四
伝

全
書

』

を
、
当

時
多

忙

で
あ

っ
た
桂

窓

に
回
送

し
た
事

実
も
確

認

で
き
な

い
の
で
、

や

は
り
件

の
国
会

書
翰

は
、

天
保

五
年

に
お
け

る
篠

斎
宛

の
も

の
と
見

な

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
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注(1
) 

『国
立

国
会
図
書
館

所
蔵
貴
重
書
解
題
』
第

十
二
巻

(書
翰

の
部
第

一
一)。
昭

 
 

和
57
年
3
月
。

(2
) 

こ
こ
で
馬
琴

の
い
う

「李
卓

吾
本
」
と
は
、
五
湖
老

人
の
序
を
有
す

る
、
所

 
 

謂

「
文
簡
本
系

」
の

一
本

の

こ
と

で
あ
る
。
白
木
直
也

氏

は
、
「滝

沢
馬
琴
水

 
 

濤
画
伝

「校
訂

原
本
」
著
録

の
刊
本

二
種
 
後

伝
と
李
卓

吾
本
」

(東

方
学

19

 
 

-

4
、
昭

和
49
年

1
月
)

に
お

い
て
、

こ
れ
を
映

雪
堂

版

三
十
巻
本

(後
掲

 
 
 
『水
激
書

録
』 
一
八
頁
著

録
)
と
断
定

さ
れ
た
。

(3
) 

天
保
三
年
の
口
記

に
よ
る
と
、
琴
魚
遺
蔵
書

『水
濤

四
伝
全
書
』
中

の

一
冊

 
 
 
(第
五
十
四
～

五
十

七
回
)
は
、

四
月
十

五
口
に
馬
琴
の
も
と

へ
届
け
ら
れ
た
。

 
 

馬
琴
は
該
本
を
も

っ
て
、
自
家

蔵
本

の
不
鮮
明
箇
所

を
、
筆

工
河
合
孫
太
郎

に

 
 

補
写
さ
せ
た
上
で
、
五
月
二
十

↓
口

に
松
坂

へ
返
送

し
て

い
る
。

(4
) 

白
木
直

也
氏

「
水
濫
伝

諸
本

の
研
究

」

そ
の

二

(昭
和

41
年
11
月
、

私
家

 
 

版
)、

二
十
八
頁
以
下
。

(5
) 

副
題

「水
潜

後
伝

と
の
再
会

を
契

機

に
」
。
『中

国

の
言
語

と
文
学
』

(昭
和

 
 

47
年
12
月
、
鳥
居
久

靖
教
授
華
甲
記
念
会
)
所
収
。

(6
) 

こ
の

「小
引
」
は
、
百

二
十

回
本

の
本
文
を
収

め
る

「
国
訳
漢
文
大
成
」
文

 
 

学
部
第
十
八
巻

『水
潜
伝
』

上
巻

(大
正

12
年

11
月
、

国
民
文
庫
刊
行
会
)

の

 
 

巻
頭

に
も
採
録
さ

れ
て
い
る
。

も

っ
と
も
、

こ
の

「小
引

」
の
記
述

に
は
、
十

 
 

全
の
信
頼

を
置

き
兼

ね
る
よ
う

で
あ

る
。

(7
) 

郁
郁
堂
版

の
後
修
本

に
つ
い
て
、
馬
蹄
疾
編

著

『水
濫
書

録
』

(
一
九
八

六

 
 

年
七
月
、
上
海
古
籍
出
版

社
)
は
、
「此
本
流
伝
較
多
」

(九

八
頁

)
と
注
記
し
、

 
 

白
木
直
也
氏

も
注

4
前
掲
書

の
中

で
、

「
わ
が
邦
公
共

の
研

究
機
関

蔵
す

る
と

 
 

こ
ろ
も
、
私
の
巡
訪

し
た
か
ぎ
り
で
は
、
悉
く
が

こ
の
後
刻
本

(引
用
者
注
、

 
 

正
し
く
は

「後
修

本
」)

だ

っ
た
」

(二
八
頁

)
と
記
し

て
お
ら
れ
る
。

(8
) 

随
筆

『玄
同
放
言
』
第

二
集

(文
政
三
年
、
文
渓
堂
刊

)
巻
三

ノ
下

「第

四

 
 

十

]
人
事
 
詰

金
聖
嘆
」。

(9
) 

『水

濤
伝
考
』

か
ら

の
引

用
は
、
佐
藤
悟

氏

「木
村

黙
老
著

・
曲

亭
馬
琴
補

 
 

遺

『水
濤
伝
考

』 

解
題

と
翻
刻
」

(実
践

国
文
学

52
、

平
成

9
年
10
月
)

に

 
 

拠
る
。
同
書
は
、
黙
老

の

『聞
ま

〉
の
記
』
神
宮
文
庫

本

の
第
十

四
冊

に
綴

り

 
 

込
ま
れ

て
い
る
。
黙
老

の
記
述

に
対
す

る
馬
琴

の
補
遺

は
、
天
保

三
年
九
月
十

 

 
七

日
に
染
筆
さ
れ

た
。

な
お
、
引
用
中

に
見
え

る
、
百

回
本

を
所
持
し
た

コ

 

 
友
人

」
と
は
、
北
慎
言

(静
盧
)

の
こ
と
で
あ
る
。

(
10
) 

こ

の
書
翰

に
関
し

て
は
、
発
送

当
日

の
口
記

に
、
「
八
口
限
」

の
早
便

り
で

 

 
発
送

し
た
旨

の
記
載

が
見
え
る
。
よ

っ
て
、

二
月
中

に
は
確
実

に
、
篠
斎

へ
届

 

 
け
ら
れ
た
も

の
と
思

し

い
。
や
は
り
到
着
日
不
明

と
し
た
、
正

月
十

二
日
付

・

 

 
七
月

二
十

一
日
付

の
書
翰
も
、
事
情

は
同
様

で
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。

(11
) 

篤

胤

の

「
日
記
書
抜
」

(渡

辺
金

造

『平

田
篤
胤
研

究
』

所
収
。
同
書

は
、

 

 
昭
和

17
年
12
月
、
六
甲
圭
旦
房
)

に
よ
れ
ば
、
文
政

五
年

七
月
頃

、
篠
斎

の
異
母

 

 
弟
常

久
が
、
江
戸

の
気
吹

舎
を
訪
問
し

て
い
る
。
篠
斎
自
身

が
篤
胤
と
面
識
を

 

 
得

た
の
は
、
篤
胤
が
松

坂
を
訪
れ
た
、
翌
年
十

↓
月

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ

の

 

 
折

の
事
情
は
、
平
田
鉄
胤
編

『殿
誉
相
半
書
』

(天
保
五
年
刊
)

に
詳

し

い
。

(12
) 

『日
本

外
史
』

に
関

す
る
、
馬

琴

の
ま
と
ま

っ
た
論
評

は
、

天
保

四
年

七
月

 

 
十

三
口
付
篠
斎
宛
書
翰

(天
理
)

の
中

に
見
え

て
い
る
。

ま
た
、
徳
田
武
氏

の

 

 

「馬

琴

の
稗
史

七
法

則
と
毛
声

山

の

「読

三
国
志
法
」」

(『
日
本
近
世
小
説

と

 

 
中
国

小
説
』
第
三
部
第
十

三
章
。
同
書
は
、
昭
和

62
年

5
月
、
青

裳
堂
書
店
)

 

 
第

六
節
以
下

に
は
、

馬
琴
が

『日
本
外
史
』

か
ら
受

け
た
、
思

想
的
な
影
響

に

 

 
つ
い
て
の
考
察

が
存

す
る
。
な
お
、
馬
琴
手
沢

の

『日
本
外
史
』

に
関

し
て
は
、

 

 
市
島

春
城

『随

筆
頼
山

陽
』

(大
正
14
年

3
月
、
早
稲

田
大

学
出
版
部

)
四
三

 

 
二
頁

以
下
に
記
述
が
あ

る
。

(13
) 
同

じ
項
目
は
、
内

閣
文
庫
蔵

の
百
巻
本
を
底
本

と
す
る
、
新

版
日
本
随
筆
大

 

 
成
所

収

の
本
文

(第

三
期
15
巻
、
九
六
頁
。
同
巻

は
、

昭
和

52
年
11
月
、
吉
川

 

 
弘
文

館
)

に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。

(14
) 
該

本
も
、
馬
琴
所

持
本
と
同
じ
く
三
十

二
分
冊
。
函
架
番
号

、
三
〇
八
ー

二

 

 
三
八
。
引
用

に
際

し
て
、
傍
線

・
傍
点

と
行
間
評

は
省

い
た
。

た
だ
し
、
引
用

 

 
部
分
を
含

む
該
本

の
第
二
十

一
冊

は
、
第
七
十

三
回
か
ら
第

七
十
六
回
を
収
め

 

 
て
お
り
、
馬
琴

が
点

裁

・
施
訓
を
行
な

っ
た

『
四
伝
全

書
』
中

の

一
冊

(自
第

 

 
七
十
二
回
至
第
七
十
六
回
)

と
は
、
若

干
編
成
を
異

に
す
る
。

(15
) 

『和
刻
本
類
書
集
成
』
第

五
巻

(昭
和

51
年

12
月
、
汲
古
書
院

)
三
八

二
頁
。

(16
) 

こ

の
早
大
書
翰

の

一
部
と
思

わ
れ
る
記
事

を
、

木
村

三
四
吾
氏
は

「竹
清
書

 

 
留

『雁
来

魚
往
』
所
収

馬
琴
書
翰

」

(木

村
三

四
吾
著

作
集
H

『滝
沢
馬
琴

 

 
人
と
書
翰
』
所
収

。
同
書
は
、
平
成

10
年

6
月
、
八
木
書
店
)

に
お
い
て
紹
介
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さ

れ
た
。
な
お
、
本
誌
次
号

で
紹
介
予
定

の
、
吉

田
澄
夫

氏
旧
蔵
断
簡
も
、
同

 
 
じ
書
翰

の

一
部

分
と
思

わ
れ
る
。

(17
) 

こ
の

「
再
白
」

に
お
い
て
、
馬
琴

は
桂
窓

に
対

す
る
不
信
を
、
篠
斎

に
告
白

 
 
し
て
い
る
が
、
当
時

、
馬
琴
と
桂
窓
と
の
間

に
は
、

写
本

の
筆
料
を
め
ぐ

っ
て
、

 
 
些
細

な
行
き
違

い
が
存

し
た
。
こ
と
の
詳

細
は
、
注
16
前
掲
論
考

の
中

に
、
木

 
 
村

三
四
吾
氏
が
整

理
し
て
お
ら
れ
る
。

八
月
に
入
り
、
懸
案

の
筆
写
料

と
詫
び

 
 
状
が
届
け
ら
れ
て
、
桂
窓
に
対
す
る
馬
琴
の
疑
念

は
、
と
り
あ
え
ず
解
消
さ
れ
た
。

(18
V 
稿

者
は
、

『塩
尻
』
諸

本

に
対
す

る
検
討

か
ら
、

馬
琴
が

「喚

嬌
娘
」

の
記

 
 
事
を

、
五
月
二
日
以
前

に
見

い
だ
し
て

い
た
可
能
性
が
高

い
と
考

え
て

い
る
。

 

日
記

の
引
用

は
、

『馬
琴

日
記
』

一
～
四

(昭
和

48
年

5
～
11
月
、
中
央
公
論
社
)

に

拠

る
。

 
書
翰

の
引
用

に
お
け

る
、
略
称

と
出
典

は
以
下

の
通

り
。

 

・
芸
林
…
…
三
村
竹
清
編

『日
本
芸
林
叢
書
』
第
九
巻
 
昭
和

4
年
2
月
、
六
合
館

 

・
国
会
…
…
小
林
花
子

「曲
亭
馬
琴
書
簡
」

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
上
野
図
書
館
紀
要

3

・
4
 
昭
和

32
年

3
月

・
35
年
3
月

 

・
早
大
…
…
柴
田
光
彦
校
注

『早
稲

田
大
学
図
書
館
所
蔵
曲
亭

馬
琴
書
簡
集
』

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
早
稲

田
大
学
図
書
館
紀
要
 
別

冊
3
 

昭
和

43
年

7
月

 

・
天
理
…
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

『馬

琴
書
翰
集

 
翻
刻
篇
』

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
木
村

三
四
吾
氏
翻
刻
 
昭
和

55
年

3
月
、
八
木
書
店

 

文
献

の
引
用

に
際
し

て
は
、
句
読

の
増
減
等

の
処

理
を
行

な

っ
た
。
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本
稿

の
作
成

に
あ

た

っ
て
、
御
教
示

を
賜

っ
た
、
柴

田
光

彦

・
徳

田
武

・
吉

田
麻

子

の
各
氏

に
、
末
筆
な

が
ら
厚

く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

(か
ん
だ

 
ま
さ
ゆ
き
)


